
自力避難困難者用避難救出資器材の開発について (第2報)

Development 01 a evacuatins instrument lor persons havins difficulties in escapins by them 

selves. (Series 2) 
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老人編祉施設等に"いて火災が健生した渇合.介E賓者が多般の自力葱，霊園'催者を遊雛救出する貿留初を
開発するため 重重避難にも対応できる器材を誤作し.救出所繋崎間.像作性，安全性等について性能確

認を笑絡した.

その結果I!，どたのとおりであった.

1 背負い式搬送奥は 短時間の内に複数の人を遜雑救出させるのに有3切な資器材であった.

2 寝袋型織送具は，非力な介聾者にも遜際救出可能なg電器材であった.

Most of the inpaticns in a care-center for the old問。p!ehave d川田山田 me日 pIngfrolT、afIre 

by themselves. 

Soif沼田ededto develope a Ilew type of a evdcuating in鉱山旬、entuscd by center staffs 

In order 10 get fundamental data 01 a new ty問。r，νacuat;lIginstrument， wc made trial produclS 
and examined those evacualing time.白 sinessin handling， and a level 01日 fet}'

As a r田"l

1. A sh凹 Iderty回 isan effect;ve instrument for evacuating thc old people in short山田

2. A sleeping bag typc市 aneffective inStrumenl for powerlcss ccnter staffs. 

トはじめに

高・9や身体障客等のため...カ選貨が国銀な人

を収容する老人福祉8値段等で万一火災が発生した

場合.人命安全上.盛大な制鯵となる恐れがあり

"に.休臼や夜間俗少数の介富者が多数の人々を

阜〈選雛救出しな砂れlit.tらない.そこで，介援
者が早期に多散の自力遜銀閣録者を安全伝場所に

通量鍵救出できる資器材をi瑚突するため.室長直通聖雄

に6対応できる器材を試作し.その性能確箆を笑

絡した.な1d.本開発では既存の絡般でむ容易に

鮫憶できる簡易伝資器材の開発を自惜した.

2 実験内容

以作した謹厳救出資器材，市販さ九ている擁送

用習を盤材，及び布団等の一般生活用品を使用して.

・第三樹究室

被介聾者を遮艦救出させるときに要した時間.操

作性.安全性等について比鮫実厳密行った.

川介護者，彼介護者

介甚者の身長.体重等は別表 1に郡すとお

りである.

観介鰻者U原則 として.自力趣蛾凶鍛者~

.~定した消防割|練用ダ ミ ー とした.

褒 l 介t筆者の年齢と体絡

介護者 年・;，歳) 身長{四} 体lI'kg)

A 3凶 172 82 

8 40 110 74 

c 36 170 59 

D 41 172 76 

E 28 169 63 

F 37 116 71 

G 34 166 61 
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(2) t't鼠資稼材

f貧民資総材iま。別表2に示すとS寄っである.

13) 繍定繊器

ア 荷量聖者是認

定絡負荷 50kS;f 

(共和電業 LU一日KE)

イ 動ひずみ計

応答刻扱数鍵聞 0-2.5KHz 

(偏差:tIO%)

(共和電身障 DPM-3H1AS) 

ウベンνコーダ-

3べンヨ陸 精度土0.25%

{東亙lIt波工業 EPR ~23 1川

z 心?白血圧計

運動時測定m
(セルクス CM-400n 

表2 供自資鵠材

自制他
実 雌 項目

大倉き 明血縁
名 事院

E唱プスRロ降下ー {・3 ，，，) 
損 '時

l 布 ，. 。O I咽醐， ，切再開 7 一般晶司
2 Pロー予ー付融持下 。 1.7制， .刊弐割。

" 
Eタ均ロ".時商ラ品下A走4ぜ，.行aH-恨.柵hリの4グk個・y市Bえ.M04民t@ザ介ン2ヲ・叫4守で

回作青白い式極通凪① 。 1.0剖xOox 10 01 mヂニmムe地険U{鋤fTlnooぃ%R}裂.の以作肢品.をゆむに背筋と

3 試伸背nぃ式橿道具@ 。 1.副栂， "両. " " 
ヂニム地盤の.筒状押負も.U.f;(nr品.

凱作斤闘い式薗五凪~ 。 宮両. 1，個民" 1.0 Tιム地割の. ~f 'iてH'l-ftlぃ u. 鉱作品.

4 色 布 O 1.慌畑Kl.!¥(凶， ， 1 1 一札'¥1，.

E避暑慣坦寝 O 1.770.< 7'凶H 五 0.7 f品TaEaeZvAM7ル5-品3約百L給量臨;~品
草作担提盟岨量白血 O '.耐剛x iDOx 10 1.， "礎H災色薗3Ea搬'f¥洛布14.'闘3で実.例胸品"'.ベルトで泊をする

6 鼠作事提出欄道具② O ，.回同， 100質問 " 
，すe縄る駐滋闘袋が型ダ搬ニ送ム地u"zで.1宇'品R袖都をぺルトで('剣山

鼠附随碇盟帽道日@ O I白地， 7加， " 1.7 -る"縄.. 返!jシ~. .1トa地t乍aで 大鶴自置をベルトで凶直す

注 :向 1.，.び4の間町判記ついては.権活用の保持金Uを使"'した.

写"地

2 

3 -@ 

3 ③ 

3-<3) 

ー

s 

6 由

6ー②

6 ③ 

地 3.!量び6の官器材...それぞれ革本的世出方法措向じ主ので-，量的所軍時聞の副定はIDの占拠睡し.11>.① は
腎富村馳軒町聞のみ覇躍した.

写真 i 布団 写寓2 クローラ付車梅子

179) 



写真3 ① 昌作背負い式線送艮① 写真3-<2) 自作背負い式搬送臭②

写奥3-@ 試作背負い式掬送奥③ 写真4 毛 布

写真5 燈..;;;奥 写奥6-① 間作寝袋型搬送具①

写真6 ② 田作寝袋型縄海奥② 写真6-③ 昌作寝袋型磁遂臭③

(80) 



1<1 実厳項目及び方法

ア 遜媛教出所要時間の拘置

火災が発生した峰舎を惣宜し.介護者が

各種資器材を使閉して被介魔者 {盟組61也

のダミー)を階段 スロープを縫て.1階

下の安全な避磁場所まで速やかに，~直避雌

救出したときの救出断基盛時聞をストップ

ウdツチで湖定した.

救出は.下記の41Hきで行っ1.:..

問介草者 1名で俊介護者 i名を救出

HI 介緩者 l名で後介護軍 4名を数出

{ワ} 介聾者2名で後介E宣告 1名を救出

同介2筆者2名で厳介護符4名を救出

山
1・

....・.. " 
巴三…帽，、一-一"".・. ， ~. 

~ .-.<，切.. ‘，.
... '"川崎 "

同・醐

，.ぉ.救出経路は別固l遣鰻救出経路固

(雪量iI(;I!漉救出}のとおりである.

(えロープは.別面添え写IH.聞}

写真7 スロープ町状呪

‘・・ド‘

υ 

...'・

'"叫
図 i 軍隊検出経路図 (垂直通霊殿鍛幽}

イ 介草者の労働負盛の測定

ー還の選総数出にお付る介I!!i唱の狩働負

担を杷躍するため，救出開始前と侠7後に

介E筆者の心拍数.及び血圧を測定した.ま

た.む拍数について統計的#J!!霊検定を

行った.

ク 各極資iIl材の健作性等の杷鑑

野器材の検作伎を杷彊するため.厳介護

者への装告のし易さ.ベッドからの降ろし

易さ背負い拐さ 号IlB易さ。安全性等

について確認した.

エ 被介麗者が救出時に受付る修理奪の杷蜘

後介聾者が避雛救出時に受げるtIJ・を抱

復するため.各自蔵資器材護憲?のきれ易さ，

背負われ易さ.引張られ易さ.，普段温過崎

(81) 

に受付る振動やショッタ号事について確認し

た.

方 避鍵救出に要をする引張力の測定

号Il提って教出する賢器材(別閣2に示す

ft錫材NoI.4.5.6の各句碑材]について

実施した.

{η 齢層による糊定

被介機者{虚!it4 1 kgのダミーI~銃密

特に曝せ. pタイル床及びコ ンクリ ー

ト床上を号|怒り その引磁力を何周重機

I!i.動ひずみE十ぺシνコ ダーにより

制定した.
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付) 段差による影仰の躍~

救出経路に高畠 20mの段差を般け，同

様に資器材を引張って乗り越えられるか

杏か，その~轡を確認した。

「社会福祉施設.病院等に係る防火

安全対策の推進について J(昭和62年

12月7目指指第10328予防部畏指導

広報部畏依命通達)によると.避難

経路の床にやむを得ず段浸を設吋る

場合には，おおむね2cm以下とする

よう指導されている。

カ スロープ褒面材の摩I!;i力等の測定

引張って救出する資器材(別表2に示す

資器材Nal，4，5，6の各資器材)について

実施した。

被介E聖者 (1直iu41kg:のダミー)を資器材

に乗せ，告橿スロープ表面材のよを引彊り，

その引張力，及び適応性等について確詑し

た。

なお.使用した表面材は別表3に示すと

おりである。

介観者の労力負担の睦滅を図るため.

階段部分のょにスロープを設け.その

よを滑り降ろすことにより垂直避難救

出する ζ とを検討した@この場古，ス

ロープの傾斜が急なため，介暫者の搬

送労力(確保力)は相当大きいものと

なる。このため.数種の滑り止め用の

表面材を使用し.スロープょにおける

慣送速度を抑制する必要があった。

表3 スロープ表面材

名 称
摘 要

( )内は商品名

人 工 芝 一般品。パイル長 7O1m~ 

カー ペ ット パンチカーペット。

防水材
アスフアルトとポリエステJレ不織布の複合による屋根下地材。

(ギルソナ・ Jレーフィング 2号)

防水材 2 アスフアルトとポリエステJレ不織布及びポリエステJレフィルム
(ギルソナ・カラールーフ) の組合による昼槙下地材.

すべり4とめ材 ゴムを基材とする足場すべり止め材。
(ノンスリップN-003) (プールサイド等で転倒防止用に使われているもの。)

3 実験結果

([) 避煤救出所要時間 すとおりである。

ア 介臨者 I名で被介護者 J名を救出したと

きに要した時間は，別表4及び別図2に示

すとおりである。

なお.毛布はよる避難救出では.救出途

ょにおいて保持金具が度々離脱l.事実よ

救出不能となったため 2固の計測をもっ

て.以降の測定を中広したa

イ 介護者 l名で被介置王者4名を救出したと

きに要した時間は.別表5及び別図 3Iこ示

(82) 

ウ 介謹者2名で被介護者l名を救出したと

きに要した時聞は.別表6及ぴ別図 4に示

すとおりである。

エ 介~者 2 名で被介護者 4 名を救出したと

きに要した時間は，別表7及び別図5に示

すとおりである。



妻賢4 過里総救出所要時間 (I対 I) 
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表6 還燈救出所要略網(，対 日

合 3・a廃合謂 月時 • 時 間 {砂}

使用 開 聞材
ぺ、町ヲ包ド
材
、情1gW出，君入。 きzaE雪量高下 階俊葬市 3、e超~電口制勧所 合 S十

!I!施介11'li
宥 o置. -，，#ロ

布団 (階段降 下1 2 

" " " " 13 ‘ 
，.，品開 A. B 

タ白ーラ ー何車帽子 2 " 6 15 " ' 6 
r担 割 A. B 

院伸""ぃ式開通"① 2 37 4 iO 12 

ー

6 1'JS" A. B 

昌作背負い式回送nil> 2 .， 
‘ " " 

6 
‘ 

[' 23
聞

A. B 

民作骨量い式樟送Il(l) 2 " • 。。 " 6 6 [' )3" A. B 

布団 {スロープ陣下l 2 11 7 " 20 11 3 t・03“ A. B 

週軍帽過醤 2 " 8 '0 17 '0 • [' 1(" A. B 

鼠作自笹畳帽活 n<D 2 23 7 ' 15 9 ‘ 
l・01' A. B 

試作向昼間置遁U<Zl 2 ‘
4 7 9 15 9 [' 28" ，. B 

鼠作槙笥型帽道具@ 2 35 7 9 15 ' 4 l' 19" A. B 
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選燈教幽所要時間 (2対叫

5型車結拠11 別殺"に示すとおりである.

被介揮.，0;.'救出時に受付る彬塀等

確認結果".別表12に示すと結りである.

選権救出に憂する引張力

計需による測定

引鑓って救出する資宮崎材記ついて 被介

.'1官(盤1it41kgのダミ }を簾せ Pタイ

ル床及びコンタリ ト床上告引張った時

の号1磁力.及び態際係数"別表13に示すと
泊りである.

段差による膨轡

数出経路"高さ2閣の段i'1H安札同僚
に各町器材を引~lヲて繰り 鍾え られるか杏

介被<'rの労働負担

介綾省 l名で被介a信1名合救出したと
舎の平均心鈎数 及び血圧刻定結果は別表

8に.また，平均む納E授の変化"腎 ~ 6に

示?と"りである.

イ 介車普 l 名で被介2・4雪 4 名~牧民1 したと

きの心給紋.及ぴ血圧樹定結拠"別袋9に

.た ，'，始数のE化は刃針.~1に小?と;;り

である.

介草育 l名で祖俊介寝苦 !名を救出したと

曾のむ納飲について，統計的行愈思検定を

行った結果".刑~IOに牙ーすと必りである.

各種I'!摺紛の検作性.安全性専

(4) 
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ヲ!張ヲて教出する釘iiI材について，後介績

者 (m."l~のダミ }を乗せ 各組スロー

プ表面材のよを水平に引綴った時の引張力.

&.ぴ殿様係費支は別表'41こ示すとMりである.

か癒認したところ，布団.毛布.選鍵績活

袋.及び試作III袋型I!I送具(j)-吋3Hi全て，

容易に5襲。思えられた.

スロープ表面材の麟微力(6) 
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平均七抽数の変化 (1剣 1) 図6



表lO .C-le数有li差検定結果 (l対日

¥¥¥  和 E週 9ロ-.-
鼠作背負い 布団

毛 布 量蝿欄退袋 認作8袋。裂t開段降下) 付車椅子 式搬送鼻φ (~tI _"陣下l "送 具

教出崎7"~匝 ， % 1% 

布 聞 1171骨量 1% 0.1抱 '" '" [ :~ l 持 72分 峰 ，% 
興T3持憤 ， " ，" 
教出時了直隆 '" 

タロ ー 時 71分極 ，" 
ラ付

車帽子 興72分睡

時 73分後

'" 
教出時了直怯 ，" 

以 作 終 了 』升峰 ι1完

"‘ 
1% 

背負い式

磁送"<D 持 72分自量 '" 1% ，% 
1>7 3分極 1% ， % 
融出時了直i量

布団
時71分極 ，% 

I ~~ l 院T2分極 1% 

時73分後

靴出時?圃t量

齢 71升怯 ， ，‘ 1% 
司色 布

時 72分t量

時T3升 憧

救出陣T置笹

選 • 碑 71仲直搬送後
時 72卦暁

院 73升t量

救出"7直後

鉱 作時71升憧 ，% 
儲袋盛

-送具① 艶 72持t量 51' 

興73分自量 "， 
t主徴字ほ1旬"ホZ慌t-.21Fi11J， r有思議似 し.，皆示す.
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表11 各種資器材の操作性安全性

肌匝冒 111t.! 雌 作 偉 ヨ智 金 ?喝

鞘f醐帽陣 内問

官圃柑への県嘘歯止の庄、躍がな屯叩.時.時世曙聞が国ぃー ..蝿下は.;直行.向量宵'"I.. '.t~' ''' L 苦~t-aa
量 111 .1掴b'A(~ ôにつ...叶冨 晶白嗣..への拘但.相当責~ (，.，晶， 1.-. þ' ヲ. .汁掴曹の圃..岬町I:IU..~">蝿咽品開

".介担者目白惇"平苦慮ιなる.

7 D -~ -何・帽 F
櫨."骨由民世間A..:. 事.の陣刀圭~-" t .，. 晶 ， 樺曲"雌下， 開踏持正官軍Lて H~ . ~宇酔"0"

担圃"・ F.帽防共に."凪に押... ている，

恒.冨町山崎体..嗣融から棋臼シ;，-7"'"'.<酔悼 嗣瞳降下町守昨置骨白星..白血~' ~'b・ 0 邑t:u.. 
で， ，，~同情 Il y~-; !I ザ "の陣": 01 ，"λnτ押

..宮".軍介2・
'とす()O'.介." 両 酔量自由ι島町うよ』とがで由晶

民陪骨白い武闘過凪串 自'"りで，誕~1T"い式・過凪白申""睡 b島町 た酌..定性""よす，.

L描』、 『珂...川>..ν..帽制で‘押曲一""崎岨
司昨壷"町ョて肱出で

介車骨t畳庁4曹と町身障が置骨L'C"畠た的 危

0ÍI~1 "f~< ?，暗闘いヴーも、
車晶"柑町、帽珂的

笹田軍・tnu高".
...体11t<京町占

..晶，

掴什寓.ω.体両陣唱F司h'!I't'止昨，司，，-..-o 胃圃M包骨ι世間n
~~肯白い武圃宜伸.

島輯のた岨身悼碑盟副幽与..，与が. ，町内輪.に時 ，ニ1:1o:.r~. 世押
聞を~，咽 t ~ 6.且怖"白".帽<S-U舟申t'iIW" t1 1~ - ~量 邑向上す

Irtj¥'拍"・ ，. 

民f事町n，.j(;聞車""
"守タルで樹首，.晶圃./fi&'Jι 配枕も.哩右目

時岳噴に時聞がかか唖.櫓f干tt"高畠.

術 町
布団 (開岨陣下)..:1oIt:. 高ロープ随下町，畢骨調布骨自陣確f止が阿白Hてい

"ロ ー 7陣 下1
Zロープ上目撃ot!u.帽岡町替輸に比ベ民世"揖T晶晶. "いた昨.曹司材白・ち""i5"ち品ニt"'ob ~ . 官金也

日XU-I>.

• . 阻孟量刑幌情金 U.<l!I..高 C..出平IItt'.t晶.指事による世出些且1>1，.'且 同 t 
問先F院に附M 胆がかb.? かむP宙」い.

. .園 通蝿
世.調宥の量元 量豊田中巳入..事情置で.陣作性 >¥D-;1'陣下両，画介酒田が先ι周唖陣9晶幡町E

"鼠作曹恒..週日血t阿唖であ晶. t品目".汁誼曹に帽亮な担問。f軍由ち....
首骨圃骨.ベ .， t' 

嗣..ベルトで凶.す晶圃l!1J. 回介高官自身障
傘、，降..と'‘身

同 ， 
陣，， -<，，~ と平行且

..事揖.!I'I."'"ill骨回世間晶上で岳.十骨."田"'町.m貴"ン L τ幅軍町安.骨掴
プルであ晶.

ヮーがら降車 r帯咽

副閣.幽f字削百匹向ら

鼠押目提唱棺揖揖'"
置介揖骨の...べ.トで;正則正剛宜す品情宿泊 ..畠ー

，~" . }liftに岡閣.'Ir>&")， 1IIn<性劣畠.

量舟.右目先阻甜世膚慨す，帽.であ6.'.足元
副作目位置帽温 ua ..圃bれていないので. 町田村ι益者Lて 1> 1i! ~l l.I

んでしま，.

188) 



喪12 裕介道省力、救出時に受付る彫'

恨鼠 賀器材 E巴 ' 場事

4柄 図 階段降下時に橿動を受付る.

{階段 降 下} 通行方向が碩部にあるので，不安感，<損..

クロ ーラーl寸車椅子
階段降下問に多少の掻勘去費りもが.プνーキ慣備が付いてU るため不安感同

少"，、.

鼠作背負い式搬送具申
雄介z者の刷用に阿帯{背負い帯〉由'>1柚ずるutkであ， .車た.背負われる
と1虚心が下がるため.局部に圧迫を恵じる.

鼠作背負い式担送具申
鼠作背負い武慰.3H由に比ベーE迫害同少 '"~ '.鼠作背負い式調E送奥の中で.
最も背白われ易いものであった.

昌作背負い式搬送具申
大間部に圧迫感を感じ， 苦痛である.凪作背負い式慣送具の中で，品b背負わ

れずらい むのであった.

布 団 1'1棺柄に身体を確保する慣桐がないたの.スロープ降下時，世介護者が隠れ蒋

{ス ロープ 降 下} ちるよとがあり.危隣である.

毛 布 同 よ

軍艦 搬 送袋
'"材。z開いため.平恒地.>ロー7閣下時とbι伝動を
受ける.

ベ "，1rから開りる
陶器1をベルトで回定する"'''であるが.脇に受ける正迫 とき..，もい"平坦

民作部袋型搬送具申 婚は少なL 、. 避.II~i!袋はどではな いがー割自動を受ける. 地から旦ロープの峰
下に移ると阜に 'l!lO

以作寝袋型搬送具申
被介自E者の腰部をベルトで幽定する形棋のため、安定感 ツクを感じる.
"良，'.握蝿搬送範ほどではないが，慣闘を受ける.

鼠作笹鈍型搬送具申
足元，<錠拭』こなっていないので，百極大鹿島"こ圧迫を受

りる.麗雌搬通経ほどではないが..劃Jを量りる.

褒日盛大引強力 .煉係強

W、¥E出材 '則定所、¥目

p ， ル コン?リー ト

蝕J;:.ijl型力 (kgf) ""唱l盤 1)(1<I:f】
開国保融 開聞係世

1 回 I~ I 2回目 31"ln 平 均 1 HU 12 回目 31~ 日 平 均

布 団 l~ . J 14.3 1..9 1.，5 0.302 23.1) 21.7 21.0 22.6 o ~ 11 

宅 布 10.0 10.3 10.3 10.2 0.239 2・5 25.0 24.5 2ι7 0.578 
車・町道昆 12.0 120 11.5 11ι 0.2回 18.5 18.0 17.1 18.1 。..，.

E正伸由袋盟魔道n<D 10‘。 10.7 10.3 10.3 0.2(3 19.8 20.5 21.0 20.. 0.481 

民作自量豊権活J1(%l 9.' 10‘。 10.0 9.8 0.231 20.5 21.0 22.0 21.Z 0.500 

猷作目盛盟搬送具@ 11.1 11.5 11.5 11.6 0.2市 19.$ 20.5 20.8 20.3 0.481 

'01・a符肌'"ρ
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表14 最大号l張力 隊機係数

日担当時点ijJh
j2i51222tjj:ij己主ij目立;;::-iE55

，、， ，品川

同主li--h
.圃骨ZR H 『H[vI  - ' ""  Z河同. ， 

4 考串

111介2質的引による置債総出

-ψ 

q ， "~個

同，1.1

" Ît 

.吋

"'樽.

!. :， 

\~ " 
仙"

~l 仲

マ，

ア 合1阻~使liIして問問を陣 1"-1-る救出で

"，介必告は保持金!!i1)他に彼介.. i:ljO)頭

部付近の布同を円む 卜げ.また，拘，，>-1げ

る副主によ勺て陣下するス ピードを調節L

た0，巡行Ii向に1t令向付ながらむ安全を

稽必し伝がら降F.tるため，介;;t:-ffは不安

定とタり 鈎:lJL大喜い.

イ 志向含他lfIしての救出で" 保IS~注Hが

II~悦するため. 以帥"教11\が不能となる.

端 fによる救出む史砲したがI 針先や闘に

州、宮内出がかかり.W:i;'I;I:大きいー
ワ .fIjh'l.及び宅前rは本体iニ微介護行の身体

傭似のための機能(ベルト得)が無いため.

スロープ陣下時。被介必併がずり務らると

いう品由々伴う.

エクロ ラー付中崎(!:1.安全.かつ容易

に級品iできるbのであるが 厳介誕告を貰

路材に韮1守すると3に拍きかかえて爆ぜ換

えるため.介耳ti'!主相応の体力を必艇とす

る..た.日常ω前IJI毎聞は乏し<.収嗣

スペースを臨保する必礎があり.倒的も比

般的内側'"こと等.緊急時:こ悦服する逮震

教出川町制材と してr::l岨も多い.

工farzAa'4曲 一・t '聞:州

l， .~ ~i I U 61 

情晶

:r!苫

ll，1t 

ど U

1901 

:/11 A i曽』 G 1i刊

ヨ凶 日~1.1 ""，( 
"ト"I '~J • ".". ，~ 
← 

_"" !l.1 時叫 I ，附・伺..11...1 

4 各自由材の中で触も刷いfiJifi時間で救出

できたのは白 後介池罰 1 名，名のA話合J~

"出作':.'fiいー式限..!!ti①であった.女性

等，非力生介ぬおには.-1t('J.って敏治する

ことに他民的体力が必撃さと依るが，介S針

が背負い"1Iitであれば，織活Illiω伎労が少

'"ぃ¥"ilt:材である.

総:tl所盛時間lよ.陵介厄jjl名教出で平

均 l分31抄 4也教出で6分詞砂と句t-7 

分を切って必り £た.介議行醐々による

敏出ili現時間にパラツキbないのむ特色で

ある.ニωことから，初めてと治作切るr，で
b 容誌記 r~い ζ なせ， 比般的組時間の門に

..倣の人々伝牧民できる匂採材であると考

えられる.

" 渥雌槻送袋，1主ぴ試作日袋有~Il}活只は階

段上位独りんスロープ令樋則して jf~砥避姥

救出するI1I1lNであるため，I証作建物等?

1;1.. il¥l!，¥材とr.:D合せに，別注スロープを

$1(1しなl1flげ仕らないが号Il襲ったり，

滑らせたりして救出する旋盤J材であるの

で女性待.非力な介指向にも比録的容易

に扱えるものである.

これη引盛って救出するil;!ll材の'Pで，
試作詞S祭壇抱送μ① ij際a:I材世お時間 及

び一巡の数出所理官時間共に足立闘でめり。 ま



ι救出時に受付る蟹動む遜鱒搬送袋に比
べ小さ〈 廊下{pタイル床上)での号Il長り

力むlO.3ki;fと比較的小さいことから，操作

伎の良い資場付であると宮える.

問介護者2名による遊離救出

ア 俊介車寄l名HIも短い所要時間で教出
できたの1;.布団 (スロープ慨下11'ある.

これは.責務材業者時閣が短(. ;た，介

盟者2名が儲力して救出する ζとで 椅に

スロープ降下にかかる時聞が垣鰍された結

果で"る.しかし 鮫介護者4名を救出す

る場合では.介;t-Jtの体力消耗存のため時

間短縮が聞れず，結集的に救出概要時間

U 実施した!'f穂材の中で儀袋と4まった.

このこと...布団を使用してスロープを降

下する救出方法が.短時間の内κ多費支の

人々を草食封れさせる方法として。過していとg

uこと金示しているものでゐる.

イ クロ ラー付車椅子.及び玖作j!/白い式

鰍i去flは.介lIIj時2名が協力して廊下。階

段を救出する必要がなし介調信2名の協

力による翻官位能率向上は見受げられ令

い.しかし 簿。教出醐始前の笥密材主筆者

の時間短鮒が可能であり.また.複介海省

4名の教出で...首作1f白いまえlIliBU①1;

1<1魁時間で.タロー?ー付'I(尚子はそれに

次ぐ短い時間同で救出終了して必札こ"

...抽旗的伝選姥教組脅却材であるこkを

示している.

ウ 厳礎111浴後及び且作綬袋盟栂送民aニよ
る救出では.介謙者2名の協力により.協

密材の談者.m替材装着から搬送への移行，
階段踊ワ増益での方向変換等に時間短縮がみ

られる.特に 紙作寝袋抱搬送n①" 後
介耳nl名救出金恒時間で跨了しており
介護者の働力による殉由治窃時九表れている.

131 介誼者の労働仇但

ア心伯数と血正

安静山拍数は成人男子で同-75拍ノ分と

冨われて1;0 歩いたワ 走ったりするこ

とによりわ他数が上昇すること札広〈知

ら11ているところである.またのむ姶

数の商まりは作業鍛贋に比例し.他の呼

吸・術環際能と密惨な関係全保っている b

1911 

のである。 方.血圧については.ー般的

に収縮閣のそれほ作業強度の鳩加とと もに

t鮮するが.弛緩期の血圧は僅かに噌加す

るにすぎとZいとされている山 そこで、In圧

舗l;t{..舗数。こ対比させるにとどめ 今日。

司駆動強度や体力野舗の循環として周いられ

ている心拍数について考察する.

イ 心拍数と労働負担

各旋盤材を使m し て蔵錐救出した終了l~(

後の心鈎敏弘その作業環境下に"11る定

常<..鈎数とすると.泊康介海苔 1名の場合，

布団{階段降下}による教出では平岡143.7

1盲/分と突出しておりー優もきつい作織で

あるこ左が，また，クローラー付車伶子.

1iHJ試作n負い式織送u①による救出で
はそれぞれ99.3.103.8伯/分左低いむ鈎

微を示して釘9.比敏的ヨ長信作震であるこ

とがt霊祭される.

織介"包者 4名のl舗ので 1，.布団(階段降

下}による救出では161柏 〆分と向い!υja数

~~示して Jヨり強い作慾~~!置を憎している.

信お も岨数に代表される生層的運動鎗

Ifゃ初想的被1色と三観的運動錨f笠(例えば

努力感左か般労感}ω1'1係については，別

袋15に示すと"りであり.例えば。 内向出

143.7ttl 分!;tr ~ つ ~' J ， 161矧/分は「か

伝りきついJのクラスに該当すること金示

すむのである.

ワ 心柏数の統計的引宜i'l.検定

検定札予I窓水準P<O05で実施した.

有lil庄は。布1"{階段降下)左目作，?Ct
H式搬送只①との聞に級"'闘F守1:表れてい

る.数出終了証後で 1% 終了 1分後で

の1%.鈴72分後.3分後で 1児の!il!差

νベルで差が認められる.

布団{階段r..下}とクローラー付111栂亨
との聞に也矧帯に4日置?をが表れ 救出桃了

直後で5%.終了 l分後で 1% 鰐73分

後で5見の有宜JJ.νぺルで漫が盟ぬられ

る.

これらは.布団安使用して階陸を降下す

る救出方法と 欲作背負い式搬送具①やク

ローラ 付，{【帽子を使用 して救出する方法

との聞に 作巣強度にEがあることを示し
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ローラー付2事情子を使悶して救出する方擦

との聞に 作業強度に還があることを示し

ている.すなわち 布団(階段降下}によ

る救出がきつい作業であり，霊式作背負い式

殿送具①やクローラー付車梼子による救出

が楽な作業であることの磁付げを表すもの

である.

他に.いくつかの初器材聞においても有

意震が認められているがI これちほ概ね介

富者の飽いた作築強度の自覚感と閉じであ

る。

妻賢15 主回的量動描底と尺度

実 酒 臼 ヨド 諮

Very very hard 非常にきつい

Very hard 古Bなワきつ"

Hard きつい

Somewhal hard ややきつい

Fairly light 来である

Very light かなり楽である

Very very light 非常に楽である

往 Borgのカテプリ 尺~と小野".宮下()976)の日本....示.
8テプリー 1階段がむ泊"10納/分に側当する.

141 スロプ

ア表面材

介2筆者がスロ プを活用して軍直准雛救
出会行うとき，スロ プ表面材と資題材左

の摩繍力が大き〈なりすぎ 資器材がス

ム スに降下しないため，かえて〉て救出に

手間取ったり.bるいは摩繍カが小さすぎ

て磁器材が一気に降下してしまうため.必

要以上の確保カで保持しな くてはならな〈

生る鳩合がある.そこで スロ プ表面何

k 資器材と¢聞の摩僚力を樋作上適正な大

きさにすることκより I 救出所要時間の短
縮や操作性の向上を圏る必憂がある.

(92) 

間公共的建築物の階段

東京都におりる短祉のまちづ〈り鍛儀

指針(昭和田年2月東京航情報通鎗室併

季語公開部都民情報課発行)によると 社

会福祉縮数等，公共的建築物等の階段の

蜂備基準は，概ね次のように定められて

Uる.

車陪段又はI!iれ階間左し らせん階

段や回り院普段は避げる.

・階段及ぴ踊り織の有効幅員は原則と
して120cm以上とする.

蹴上げは160咽程度.磁極は3lkm程度

とし.恕込みは20m以下とする.(降段

のを位i詑角度は約28度であるJ
(<1 介護者の確保カ

選鍵救出時.スロープ上を資i'I材がa
mによりスムースに降下すること，並び
に女性介留者でも無理信〈資器材を保持

できること等会勘案するe.介鎖者が支

える力はlか-13[kg(]が遁当である.

[引摩111係数の算定

水平面に"して.1"1<僚角より大きい傾

斜角8がつ〈る斜面ょに.盟さW [岡]の

物体があっ.その物体が滑り落ちないよ

うに斜函に平行なカf!kgr1で支えるとき

のカの聞係を考えてみる.

N 

そ
f 

F 
〆，

v 
、、、、、

一ン/
w 



殿様力F.ヨ昼夜拭力N.，.繍係数μとす
ると。

限界のつり合いでは.

F=μN 

N=Wcos8 

F=μw，冊。
物怖が今にむ滑り落ちようとするとき

、Nsin8=F+f 
=μW c058+f 

戸 (Wsin8-f)ハ.vc058ーー①
今。棟割院とする値

w=印(被介E筆者の体質II[同]

r = 10-13 [kgf1 
，= 28 [度]
を3式に代入すると.摩擦係数μは

O . 286~μ~O . 343 

の範囲となる。

すなbち.体可l剖kgの人を傾斜角28~賓

のスロ プを直って避際救出さぜる渇古

に，..殿様係密度が約0.3にとZる袈商材を還

択すれば良いということであり.倒えば，

訟作寝袋型搬送具①を使って救出させる

湯合に...使用した袋函材の中で1J:N.iホ

材 lが.過である.

イ スロープの情誼等

スロ プの段臨，.工事を必要とするが，

包微なもので済み.既存建制でむ十分対応

可能である..た.繍透については.階段

に対する法的規制むあることから 跳ね上

げ式等にし 鑑定時以外U手すつより叩面

倒に収納して.階段のの効緬を確保できる

ようにする必要がある.

(51供試資iIII材の得価

各す7糧初ごとの救出概要時間介草者の労

働負担.傑i乍役.安全性等の袈，私について評

価したbのは。別表16に示すと匂9であり.

2式作背負い式微送局①が相対的に評価の向い

資器材である といえる.

表16 供担資器材肝{蕗袈

救 出 介援者の労働ぬ図 彼介揮梼
11415常悶性 糊性1名 祢 操作性 安全性 の費付る

所安時間 瞬発的体力 I!It釣体力 自伝・ {価絡等}

布団{階段降下} × x x O O 

布団{スロープ降下} x x x O O 

クローラー付車椅子 O x O O O O x x 

民作静角い式搬送具① O x O O O O O 

紙作背負い式知送具② x O O O 。 O 

以作背負い式搬送f@ x O O O O 

E 布 x x x x O O 

進 雌 '般 道 袋 x O x O 

2式作寝袋塁級送具① O O O 

紙作山袋型慌送具② x O O 

Zえ作穫後製織送ll@ O O O 

詮 O印U良好なもの.X印IJ劣ろものを示す.

(93) 



sまとめ

(1) 酷作背負い式慨送具U 背負い上げるまで

に基礎的体力が必'l'でゐるが経時聞の内に被

散の自力選鎌田熊者全盛胤教出8せる1'1怨材

として有効であり，平常時心コンパクトに収

納するこ とができるu また.1笹駿等に霞留す

るだりで伝<.隣保共助錨野の環として.

付近住民の悩力"に配付する等，防災関資器

材として b広〈普及が期待できる.

山富作寝袋型績滋具は.女役軍手字力仕介護

者にも選様救出可能仕1'111'"として有効であ
る.

今後の改良点としてほ.11:のことが考えら

れる.

ア 資器材装着を簡単にするたのベッド

パッドにベルト等を付付τ必聖書留機能~拘

(941 

たぜ.これで被介筆者が徹いているシーγ

ごと巻き付りるものとする.

イ ヨ.il!竃砲のたのにはスロープが必要とt.t
るが，今後"収納性や美観性の向よそ検討

する.

131 田作背負い式搬送艮やま式作lI!袋担割股送具
は 概数の自力選厳回線者を経緯救出さぜる

句協材として有効であるが，更に多数の人e
竃姥救出させることを考えるとき.現在.病

院や役会福祉組設等で広く使用されている怠

尚子の有効活用を園るため車椅子のま.垂

直道鍵させる資器材の開発が盟まれる.
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